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生成ＡＩを活用して児童生徒がネットトラブルに関する
疑似体験を行うアプリをリリースしました。 

 
 

①児童生徒が体験したい項目を選択 
②安全・安心な環境で、最新の動向に合わせた事例を疑似体験（生成ＡＩとやりとり） 
※生成ＡＩに情報リテラシー等のデータを読み込ませているので、安全・安心に使用できます。 

③生成ＡＩが迅速かつ適切にアドバイスをフィードバック 

  

えひめＩＣＴ学習支援システム（ＥＩＬＳ）に 

えひめデジタル・シティズンシップ 
育成アプリをリリースしました！ 

Ehime ICT Learning System 

アプリの

概要 

① 

 ○教職員が１つの事例を大型提示装置等に投影し、児童生徒が生成ＡＩの問いにどう 
答えるかを話し合い、学級全体で考えていく。 

 ○児童生徒が興味のある事例を各自で疑似体験し、気付いたことや考えたことを班や 
学級で共有する。 

 ○家庭学習として、各自で疑似体験し、自分の考えをまとめる。 

活用方法

の例 

始めるを選択すると、 

疑似体験がスタート 

します。 

「だれと」「何で」「どんなこと」について、 

体験したい項目を１つずつ選択すると、事例が 

表示されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

愛媛県教育委員会  

義務教育課 

生成ＡＩが迅速かつ適切に 

対応をアドバイスします。 

② 

③ 

自分の言葉で生成ＡＩと 

やりとりします。 

やりとりが終了したら、 

評価を見るを選択します。 

えひめデジタル・シティズンシップ育成アプリの活用をとおして、 

「安全・安心に使う」ための積極的な活用力やネット上での倫理的 

で責任ある行動力を育成します。  


